
●地区の概要

当地区は、沖縄本島の東海岸南部の与那原町に位置し、ソデイカやマ
グロの生産拠点としての役割を担っている。ソデイカは、全国的なイカ類
の不漁から注目度が高まっており、県内でトップクラスの陸揚量を誇る当
地区は、衛生管理型荷さばき所の整備による高度衛生管理体制の構築、
漁船の大型化、新規漁業就業者の受入れなど、積極的な取り組みが行
われている。

●整備の内容

○国内外への安定的な水産物供給体制の確保

漁船数の増加や漁船の大型化に伴い、慢性的に係船岸が不足して
おり、就業者数の増加や漁船の大型化を抑制している状況にある。
また、過密な係留により、漁船同士の接触による船体の破損が生じ
るなど、非効率な漁業活動を強いられている。このため、係留施設
等を整備し、安定的な水産物供給体制を確保する。

○漁業活動の安全性・効率性の確保

既存の船揚場は小型船を対象としているため、大型化した漁船が
利用した場合、上架作業中の船体動揺船や船揚場前面泊地の水深不
足など支障が生じている。このため、上架速度を抑えるなどの工夫
をしながら利用しているが、今後も漁船の大型化が計画されている
ことから、漁船の大型化に対応した船揚場や泊地を整備し、漁業活
動の安全性・効率化を図る。

事業内容

・主な事業量 ： 突堤(A)、北護岸、東護岸(A)、-3.0m岸壁(A)、

-3.0m泊地(A)、臨港道路(A) 等

・事業費 ： 2,129百万円

・事業主体 ： 沖縄県

・事業期間 ： R2～R9

・令和８年度実施要求額（事業費）：120,000千円

（国費）：108,000千円

・令和８年度事業実施予定箇所：

東護岸（A）：一式（暫定断面）

-3.0m岸壁(A)：一式（暫定断面）

北護岸(改良)

-3.0m岸壁(A)(新設) 

臨港道路(A)(新設)

東護岸(A)(新設) 

用地護岸(A)(新設) 

用地護岸(改良)

護岸(A)(新設) 

突堤(A)(新設) 

漁船破損状況

位置図

当添漁港

岸壁が不足し、過密な係留状況（台風接近時）

船揚場（改良）

-3.0m泊地(A)(新設)

－3.0m泊地(B）（改良）

事業名 ： 水産生産基盤整備事業

地区名 ： 当添地区当添漁港（沖縄県与那原町）

国内外への安定的な

水産物供給体制の確保

①護岸、-3.0m泊地（A）、

突堤（新設）

②岸壁（新設）

③臨港道路（新設）

漁業活動の安全性・効率性の向上対策

①船揚場（改良）

②-3.0m泊地（B）（改良）増深

ソデイカの陸揚げ状況

急こう配なので
漁船が動揺し危険

船揚場（改良）
増深

漁船が大きく不安定



他事業施工（令和8年度以降）
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潮位図

沖縄県

位置図

沖縄県島尻郡与那原町字当添地先
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風向・風速図
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+0.05

風向 １m/s 以上
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事業主体
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凡　　　例

L=50
.0m

北防波堤(改良)

護岸(2)(
改良)

L=65
.0m

R8年度施工
基礎巻き出し　L＝16ｍ

R8年度施工

基礎捨石投入・均し　L=16ｍ

東護岸(A)

-3.0m岸壁(A)

令和6年度までの施工済箇所

令和7年度施工する施設

他事業施工済み（令和7年度まで）

L=83.4m

L=42.2m

令和8年度要求分

令和9年度以降に施工予定の施設
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沖   縄   県

縮尺　　分の

当添漁港

葉の内　　号

水産生産基盤整備事業

東護岸(A)標準断面図
（岸壁側-防風柵有）

東 護 岸 ( A ) 標 準 断 面 図
（岸壁側-防風柵有） 1/200

▽-5.00

▽+2.60

▽+11.00

基礎捨石 5～200kg

▽+4.90

▽+7.20

▽+9.50

上部コンクリート
(18-40-8)

コンクリート
(18-40-8)

L.W.L　+0.10

▽+16.785

コンクリート
(18-40-8)

既設3t消波
ブロック流用

道路

コンクリート
(18-40-8)

圧抜工

1:1.2

-3.0m岸壁(A)

▽+3.25

1:
1.
5

△+2.60

ストーンブロック
平型 5ﾄﾝ型（4.52t）

ストーンブロック
平型 2ﾄﾝ型（2.08t）

▽-3.458

H.W.L　+2.10

M.L.W.L　+0.55

▽+7.45

その他の事業実施箇所

本年度施行箇所

令和 9 年度以降施行箇所

凡

例

令和 6 年度までの施行箇所

令和 7 年度施行箇所

令 和  8  年 度
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ラクナ・Ⅳ16t型（15.89t）

 防風柵 H=5.78m

ふとん篭

遮水シート
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S=1/100

コンクリート舗装 (18N-8-40) t=20cm 

溶接金網 (φ6-150×150)

600

530

 係船曲柱
50kN耐用

 車止め
 150×150

20

i=2.0%+2.70

+1.20

50

再生粒調砕石 t=15cm 

裏埋土

i=2.0%

臨港道路

250

方塊ﾌﾞﾛｯｸ

 漁港用防舷材
200H×2000L

-0.30

-1.80

200

方塊ﾌﾞﾛｯｸ

380

1:1.5

計画水深

260

750

1:1.2

方塊ﾌﾞﾛｯｸ

1:
1.
5

110

100300

防砂シート 

1:1.2

基礎捨石5～200kg

-3.00

-4.80

-4.00 1:
1.
5

M.W.L+1.20

L.W.L+0.10

H.W.L+2.10

M.L.W.L+0.55

東護岸(A)

その他の事業実施箇所

凡

例

裏込栗石

-3.0m岸壁(A)標準断面図

当  添  漁  港

水産生産基盤整備事業

-3.0m岸壁(A)標準断面図

   葉 の 内    号

縮 尺  1 0 0  分 の  1

沖 縄 県

令和 9 年度以降施行箇所

令 和  8  年 度

令和 6 年度までの施行箇所

令和 7 年度施行箇所

本年度施行箇所
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当添漁港　　第１種　　県管理　　　昭和４４年指定　　　　　令和４年撮影

北防波堤(撤去)
-5.5m航路

-5.0m泊地

第2沖防波堤(消波工)

第4沖防波堤(新設)

第3沖防波堤(新設)

船揚場(改良)
一式

－3.0m泊地(B）（改良）
A=250㎡

突堤(A)(新設)
L=60.0ｍ

護岸(A)(新設)
L=12.0 m

北護岸(改良)
L=141.0 m 

-3.0m岸壁(A)(新設)
L=190.0ｍ

臨港道路(A)(新設)
L=258.0ｍ

用地護岸(改良)
L=29.1ｍ

道路護岸(A)(新設)
L=35.8ｍ

東護岸(A)(新設)
L=138.1ｍ

突堤(A)(改良)
L=60.0ｍ

-3.0m泊地(A)(新設)
A=10,600㎡
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